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まえがき 

 

令和 4年 9月に閣議決定された「特定重要物資の安定的な供給の確保に関する基本指針」

は、世界各国が重要な物資の確保にしのぎを削る中、重要物資のサプライチェーンの現状と

供給途絶等のリスク(以下調達リスク)について、不断に把握・点検することの重要を指摘し

ている。リンは、「経済施策を一体的に講ずることによる安全保障の確保の推進に関する法

律施行令(令和 4年政令第 394号)」で指定された特定重要物資 11 品目の中で、肥料、半導

体、蓄電池 および 金属等鉱産物 の 4 品目と関係している。にもかかわらず、リンはこれ

までわが国において国の施策の対象となることはほとんどなかった。例えば、今から僅か 10

年前の経済産業省資源エネルギー庁の説明資料「鉱物資源をめぐる現状と課題」を見る

と、リンについての言及は全くなく、明らかに国の施策の対象外であったことがわかる。ま

た、2023 年 1 月の経済産業省の「重要鉱物に係る安定供給確保を図るための取組方針」で

は、リンは施策の対象となる 35の金属鉱産物の末端に記載されたものの、当面の間施策の

対象となる鉱産物の中には含まれていなかった。残念なことに、リンは未だに、サプライチ

ェーンの現状と供給途絶等のリスクを不断に把握・点検すべき主要な対象とは見なされて

いないようである。 

一方、高純度リンマテリアル製造の出発原料である黄リンを国内で生産できるようにす

るためには、国内の未利用資源からリンを回収し黄リン製造の原料として利用することが

求められる。国内未利用資源の中でも、下水汚泥焼却灰は比較的リンの含有率が高く、毎年

約数万トンものリンを国内供給できる重要な地上リン資源である。わが国では、2022 年ま

で輸入リン鉱石の一部を下水汚泥焼却灰で代替した原料から肥料用のリン酸を製造する事

業が行われていた。しかし、経済的理由などによりこの事業は 2022年で中止となり、現在

で国内で下水汚泥焼却灰を用いてリン酸を製造する事業は行われていない。欧州では 2015

年頃から、下水汚泥焼却灰から工業用途のリン酸を生産するための技術開発が行われてい

るが、わが国では同様の技術開発はほとんど行われてこなかった。しかし、リンのほとんど

を海外からの輸入に頼るわが国にとって、今後国内で黄リンなどの高純度リンマテリアル

を製造する上で、下水汚泥焼却灰から回収できるリン酸は最も重要な製造原料であること

から、安価に国内供給できる技術の開発に注目が集まりつつある。 

本報告書は、第 1章の「世界のリン需給動向と供給リスク分析－リン統計による実態把握

－」と、第 2章の「下水汚泥焼却灰から安価な粗リン酸を製造する可能性に関する調査」か

ら構成されている。第 1章では、世界のリンの需給動向を把握しリンの調達リスクを評価す

るため、国内外のリンに関連する主要な調査機関等のデータベースから、リンの貿易や市場

などに関するデータを網羅的に収集し、総合的な分析を行った結果を紹介している。ま

た、第 2章では、主に黄リンの国内生産のための原料としての粗リン酸を、下水汚泥焼却灰

から安価に製造する技術の可能性について記載している。 
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本報告書は、当機構が 2024年度に三井住友信託銀行株式会社および住友商事株式会社よ

り委託を受けて実施した調査の結果をもとに作成した。委託調査を実施する機会を頂くと

ともに、調査結果の本報告書への掲載を許可頂きました三井住友信託銀行株式会社様なら

びに住友商事株式会社様の皆様に、心から御礼を申し上げる。 

本報告書が当機構会員の皆様とリンの持続可能な循環利用に関する情報共有の一助とな

り、わが国におけるリン循環産業の振興に貢献することができれば幸いである。 
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